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所

本
年
中
の
活
動
の
概
要
を
取
纏
め
報
告
す
る
に
左
の
如
し

一
月
以
来
は
平
常
の
活
動
に
し
て
第
二
火
口
第
四
火
口
共
に
白
煙
を
あ
ヤ
る
に
過
ぎ
ず
.
月
末
廿
五
日
に
至
A
Y
南
の
池
よ

。
活
動
を
始
め
噴
一
早
日
と
共
に
黒
煙
を
吹
き
石
を
噴
出
せ
'
夕
、
二
月
十
七
日
、
廿
一
日
に
も
同
様
の
行
動
を
翁
し
廿
七
、
八

日
亦
大
噴
煙
あ
・
9
し
が
爾
後
暫
く
小
康
を
保
ち
三
月
廿
一
目
、
廿
二
目
、
廿
三
目
、
廿
四
日
頃
小
活
動
を
な
し
溶
岩
を
暗
Ab--d

，

廿
五
、
廿
六
、
廿
七
日
も
亦
同
様
の
朕
態
を
見
た

b
、
廿
八
日
は
静
な

b
し
も
廿
九
日
午
後
八
時
頃
よ

b
鳴
動
始

b
三
十
.

三
十
一
日
に
百
一

b
黒
煙
小
石
を
噴
く
、
四
月
三
、
四
、
五
日
頃
に
除
噴
火
口
の
穴
小
当
く
な
る
‘
四
月
十
一
日
午
後
八
時
小

頃
も
亦
溶
岩
を
飛

L
火
桂
の
立
つ
を
見
、
た
λ

九
四
月
十
五
日
午
後
三
時
頃
地
震
を
戚
ず
、
四
月
廿
目
、
廿
七
日
、
廿
八
目
、

廿
九
日
に
一
旦
λ

リ
盛
に
鳴
動
し
山
麓
の
防
中
及
宮
地
町
方
面
、
ま
で
共
鳴
動
響
乙
ゆ
、
五
月
六
日
午
後
三
時
鳴
動
止
b
火
柱
を

見
る
、
七
、
入
、
九
、
十
、
十
一
日
は
引
緩

3
黒
煙
強
く
、
七
日
は
暴
風
雨
の
矯
め
山
上
に
て
は
三
問
先
さ
一
嘉
に
て
見
え
ず
‘
印

ち
本
年
の
初
春
は
卒
常
の
如
く
静
穏
妖
態
を
経
績
し
、
四
月
五
日
頃
よ

b
次
第
に
活
動
を
帯
び
来

b
、
五
月
廿
六
日
第
四

火
口
に
鳴
動
を
始
め
、
黒
煙
を
噴
き
活
動
を
帯
び
来
、
た
る
引
終

3
六
月
に
入
A
Y

七
月
に
及
び
て
は
盆
々
活
動
盛
ん
と
な

b

十
一
日
午
前
よ

b
黒
煙
は
一
層
猛
烈
L
しな
b
午
後
は
盆
々
勢
。
ピ
加
代
夜
に
入
b
遂
に
第
四
火
口
の
南
壁
最
高
所
よ

b
下
へ

一一一} 
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約
八
十
米
位
の
棚
に
直
経
三
米
位
と
思
は
る
、
竪
孔
を
生
じ
.
壁
の
傾
斜
し
居
る
翁
め
常
時
構
図
形
の
切
口
に
見
え
・
て
居

だ
が
‘
共
後
次
第
に
切
口
を
蹟
め
凡
そ
十
米
内
外
迄
擦
が
A
Y

た
b
之
れ
は
全
く
鈎
立
せ
る
火
口
と
も
思
は
れ
ず
，
第
四
火

口
は
元
来
降
雨
の
都
皮
、
溶
岩
片
、
土
砂
、
降
・
一
伏
等
火
口
底
に
流
れ
込
み
埋
る
に
従
℃
噴
煙
も
弱

b
，
内
部
に
相
官
勢
力
が

世
帯
積
し
来

b
て
外
力
の
刺
戟
で
も
受
く
れ
ば
爆
殺
を
起
す
に
至
る
も
の
の
如
し
.
従
℃
自
分
で
吐
出
し
て
は
又
呑
込
み
新

く
繰
b
返
す
中
に
は
火
口
に
流
し
込
み
し
砂
や
溶
岩
の
翁
め
に
多
少
の
間
際
が
出
家
主
ぷ
の
潟
め
別
の
方
向
に
竪
穴
を
作
b

遂
に
小
火
口
が
出
来
し
も
の
、
如
く
見
ゆ
、
従
っ
て
本
火
口
の
噴
煙
に
遅
る
k
二
三
秒
の
後
、
も
や
/
¥
と
噴
煙
の
出
つ
る

を
見
れ
ば
会
く
猫
立
し
た
る
火
口
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
斯
様
の
如
き
も
の
は
何
か
の
時
期
に
は
矢
張
b
本
火
口
と
一
つ
に

成
る
べ

3
も
の
に
は
あ
ら
ず
や
思
考

3
る
，
七
月
廿
六
日
に
至
っ
て
第
二
火
口
も
活
気
を
帯
び
午
後
十
時
頃
に
火
口
の
南

西
部
に
新
気
孔
を
生
じ
黒
煙
を
崎
J
3出
し
、
第
四
火
口
の
活
動
は
引
演
さ
盛
に
し
て
連
日
鳴
動
を
績
け
黒
煙
す
ヨ
ま
じ
え

揚
b
其
壮
観
を
熊
本
よ
λ

リ
遠
望
す
る
乙
と
を
得
た

b
、
爾
後
相
共
に
活
動
を
経
策
し
て
第
二
火
口
の
新
火
口
は
矢
張
b
青

色
の
煙
を
噴
§
硫
気
強
か
b
し
が
、
之
れ
は
八
月
中
旬
の
終
b
に
及
び
て
遂
に
消
滅
せ

b
，
夫
れ
よ
λ

リ
第
四
火
口
の
方
も

幾
分
表
へ
気
味
と
な
ι
リ
た
る
も
鳴
動
は
連
日
に
及
び
九
月
十
五
日
午
前
五
時
に
は
再
び
活
動
を
起
し
黒
煙
を
あ
げ
溶
岩
、

-
一
決
砂
を
飛
ば
せ

b
，
十
月
に
入

b
て
は
活
動
弱
ι
リ
気
味
と
な

b
黒
煙
噴
出
は
向
ほ
烈
し
き
も
鳴
動
は
あ
る
と

3
も
，
無
&--A』

と
3
も
あ
A
y
，
十
月
廿
二
日
頃
に
は
再
び
盛
ん
と
な
b
夜
は
火
口
よ
b
火
を
見
る
之
と
を
得
し
程
に
し
℃
鳴
動
も
連
日
に

及
べ

b
.
之
の
頃
に
於
て
山
石
疑
は
最
も
上
井
家
λ

リ
居
る
様
に
見
受
け
ら
れ
た

b
.
十
一
月
に
入

b
四
日
午
後
七
時
よ

b
鳴



動
烈
し
く
五
日
午
後
二
時
は
猛
烈
と
な

b
白
い
岩
片
を
混
じ
た
噴
出
が
始
ま
h
出
し
南
「
ア
ト
η
ノ
才
」
に
放
出
し
た
る
の
を

見
る
此
の
頃
に
至
て
従
来
と
異
b
し
喜
は
噴
出
の
都
度
鳴
動
部
ら
一
種
の
う
な
b
を
件
以
山
上
本
堂
附
近
家
屋
の
戸
障
子

を
揺
が
せ
い
や
な
よ
る
/
¥
と
言
ふ
振
動
が
多
く
な

b
.
六
日
七
日
も
此
の
鳴
動
高
か
λ

リ
し
も
八
日
以
来
は
会
く
、
鳴
動
無

く
、
十
日
か
ら
白
煙
の
み
と
な
b
た
b
，
夫
れ
に
引
か
へ
第
二
火
口
は
相
営
の
勢
力
を
加
へ
口
底
の
噴
気
孔
は
凡
四
米
位
の

大
3
3
に
媛
大
し
た
る
も
の
が
数
ケ
所
出
来
て
そ
れ
か
ら
は
黄
色
又
は
青
色
の
煙
を
掲
げ
て
居
た
b
.
十
二
月
に
入
b
第

二
火
口
、
第
四
火
口
共
に
大
し
た
濃
化
な
く
次
第
に
勢
力
衰
へ
途
に
第
四
火
口
は
殆
ん
ど
休
止
せ
ん
ば
か

b
の
林
態
と
な

b
漸
く
気
息
奄
奄
た
る
に
過
ぎ
ず
、
第
二
火
口
の
方
は
寧
勢
力
を
維
持
し
居
る
が
之
れ
と
て
白
煙
を
掲
げ
居
る
に
過
ぎ

ず
、
第
二
第
四
と
は
活
動
が
相
互
に
交
代
し
て
活
動
す
る
と
言
は
れ
て
居
た
る
が
本
年
の
活
動
も
亦
同
様
に
思
は
れ
た

b
。

降
涙
の
被
害

阿
蘇
の
活
動
は
人
文
以
前
か
ら
で
昔
は
漫
然
戦
争
が
起
る
、
時
は
阿
蘇
山
が
鳴
動
す
る
と
か
、
十
六
年
越
の

週
期
に
よ
A

リ
活
動
す
る
と
か
叉
近
年
は
日
清
戦
争
以
来
十
年
毎
に
活
動
す
る
と
一
一
一
口
は
れ
て
居
ら
し
が
最
近
は
大
正
十
二
年

が
最
も
甚
し
く

B

亦
た
本
年
も
随
分
盛
に
活
動
せ
b
.
其
の
活
動
に
よ
b
降
次
の
潟
め
山
麓
一
臆
被
害
を
蒙
b
農
作
物
は

勿
論
牧
草
に
「
ヨ
ナ
」
が
積
る
た
め
哀
れ
な
る
は
牛
馬
に
し
て
「
ヨ
ナ
」
の
附
着
せ
る
雑
草
を
食
す
る
故
牛
の
如

3
は
所
謂

「
ヨ
ナ
歯
」
と
一
一
一
口
っ
て
歯
が
磨
滅
し
「
ヨ
ナ
」
の
翁
胃
腸
を
害
ぴ
下
痢
を
起
す
乙
と
多
し
，
其
の
最
も
甚
じ
さ
官
官
は
懐
妊
中
の

牛
馬
が
流
産
を
な
し
、
山
林
、
田
畑
等
に
も
亦
た
砂
か
ら
ぢ
る
被
害
を
生
ず
る
乙
と
あ
A
Y
O

従
来
此
の
被
害
を
以
て
「
ヨ
ナ
」
の
害
と
許

b
思
ひ
居
た
る
が
気
味
悪

3
鳴
動
の
後
に
は
猛
烈
な
暗
黒
の
噴
煙
揚
が
b
風

ニニ一五
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向
次
第
で
ー
之
れ
が
陰
惨
な
本
一
色
と
な
、
，
へ
や
が
て
眠
も
日
も
あ
け
ら
れ
ぬ
降
次
と
な
る
時
は
貨
に
凄
惨
を
極
む
‘
阿
蘇
山

の
活
動
に
は
此
の
暗
黒
友
る
噴
煙
L
し
真
白
な
る
白
煙
と
の
二
種
あ
b
，

最
近
は
第
四
火
口
が
盛
ん
に
鳴
動
し
て
暗
黒
の

嘉
を
噴
出
し
第
二
火
口
は
自
の
噴
煙
を
如
何
に
も
気
持
好
く
噴
出
[
て
居
る
の
は
熊
本
か
ら
で
も
良
く
見
ゆ
，
登
山
者
の

直
に
気
什
く
は
照
黒
の
暗
黒
に
し
て
臭
気
少
な
ろ
」
も
奇
麗
な
る
白
煙
は
亜
硫
酸
一
九
斯
を
含
み
居
b
臭
気
紛
々
呼
吸
困
難
を

威
。
す
、
之
の
白
煙
の
害
亦
恐
る
可

3
も
の
・
な
'
夕
、
本
年
水
源
涌
養
林
や
山
麓
殊
に
白
水
村
方
面
の
農
作
物
に
被
害
を
輿
A
J

し
は
貨
に
之
の
亜
硫
酸
克
斯
な

h
.
従
来
之
の
白
煙
の
被
害
は
時
々
あ
ら
し
が
之
は
多
く
気
象
の
関
係
に
依
っ
て
白
煙
が

つ
な
じ
風
と
な
ち
濃
厚
な
一
闘
と
な
っ
て
襲
来
す
る
時
代
被
害
を
受
く
之
と
最
も
多

3
も
の
¥
如
く
、
梅
雨
後
嘉
も
降
ら

、
去
る
に
高
岳
中
岳
の
問
、
仙
醇
山
か
ら
宮
地
の
小
中
尾
か
ら
長
者
が
久
保
.
阪
梨
の
石
塚
か
ら
阪
梨
牧
や
古
閑
方
面
迄
で

山
も
畑
も
原
野
安
で
深
終
の
内
に
巾
・
庚

3
苦
九
時
使
し
た
一
線
を
見
る
乙
と
時
々
あ
A
Y
、
此
の
線
上
に
於
け
る
地
方
の
畑
で
は

玉
局
黍
、
大
豆
等
被
害
多
く
桑
の
如

3
も
責
特
燃
し
て
葉
が
ぽ
λ
/
¥
十
件
ち
・
原
野
の
草
は
葉
先
が
枯
れ
他
は
責
特
使
じ
、
更

に
山
林
に
至
つ
て
は
新
植
の
林
地
に
比
較
的
被
害
多
く
檎
も
杉
も
寅
援
す
る
に
至
。
松
の
内
に
て
小
松
は
総
て
葉
が
赤
く

な
る
か
亦
は
ぼ
ろ
/
¥
に
落
つ
る
様
に
な
λ

リ
其
の
秋
に
な
れ
ば
松
葉
は
悉
く
落
て
全
く
枯
れ
た
る
も
の
と
同
様
之
な
る
。

大
正
十
二
年
の
際
に
も
此
の
如

3
事
あ
ι
少
、
其
翌
年
度
に
会
部
松
を
其
の
枯
松
の
脇
に
補
植
し
置
主
た
る
が
其
の
夏
に
は

会
く
前
年
ス
旬
、
く
枯
れ
し
と
思
ひ
し
松
ま
で
絞
を
翠
げ
て
盛
ん
に
延
び
し
白
衣
，
夕
、
更
に
其
嘗
時
弱

b
し
杉
ゃ
、
槍
も
再
び
精

カ
を
侠
復
し
て
現
今
は
立
一
阪
な
る
林
相
を
保
っ
て
居
れ

b
，
畢
一
寛
之
れ
の
被
害
は
一
時
的
現
象
の
も
の
、
如
し
，
本
年
の



亜
酸
硫
一
丸
斯
は
い
つ
も
降
・
一
決
す
る
高
岳
と
中
岳
と
の
中
間
仙
醇
山
の
各
筋
の
み
で
な
く
杵
尚
岳
.
烏
帽
子
岳
方
面
に
も
亜

硫
酸
瓦
斯
を
吹

3
付
け
し
魚
黒
川
村
、
、
氷
水
村
扱
は
白
水
、
長
陽
、
色
見
の
各
村
方
面
ま
で
其
被
害
を
及
ぼ
せ
A
Y
O

殊
に

九
月
下
旬
頃
白
水
村
方
面
ヂ
一
襲
以
し
亜
硫
酸
瓦
斯
は
陸
稲
、
桑
‘
玉
局
黍
等
相
品
目
田
の
被
害
を
蒙
ら
し
め
今
更
亜
硫
酸
一
丸
斯
の

被
害
大
な
る
を
受
ら
し
め
た

b
，
之
迄
も
相
九
日
田
に
其
被
害
は
あ

b
し
が
徐
b
気
付
か
ゴ

b
し
も
の
の
如
し
、

元
来
霧
の
害
も
亜
硫
酸
克
新
の
被
害
も
色
見
根
子
岳
波
野
方
面
が
比
較
的
多
く
蒙
る
の
で
あ
る
が
，
阿
蘇
山
麓
の
烏
帽

子
岳
、
杵
島
岳
高
岳
の
比
較
的
降
友
亜
硫
酸
克
新
の
少
さ
段
階
よ
b
も
原
野
の
草
も
長
く
柔
く
殊
に
波
野
や
根
子
岳
山
麓
の

萱
の
如

3
は
六
尺
以
上
も
あ
λ

リ
叉
阿
蘇
山
と
き
口
へ
ば
萱
野
か
禿
山
を
の
み
聯
想
す
れ
ど
も
唯
一
の
林
叢
を
頂
上
迄
持
緩
す

る
根
子
岳
も
あ
A
Y

亦
波
野
方
面
の
原
野
の
萱
や
畑
地
の
作
物
の
如

3
も
「
ヨ
ナ
し
を
か
ぶ
b
し
翌
年
は
必
ず
草
の
た
け
も
延

ぴ
て
豊
作
な

b
し
事
は
賃
際
な

b
，
山
麓
の
黒
川
村
に
植
え
し
百
清
戦
争
記
念
林
が
今
日
祭
肥
線
の
汽
車
の
窓
か
ら
見
る

時
、
荒
涼
の
気
満
つ
車
調
の
裾
野
内
に
一
部
落
毎
に
一
戸
五
畝
宛
と
し
℃
植
裁
し
其
の
区
割
が
角
ば
っ
た
新
植
林
を
形

成
し
真
黒
に
生
当
』
/
¥
と
延
び
行
く
の
を
見
る
時
荒
涼
も
し
ば
し
亦
啓
執
が
の
思
ひ
を
戚
ず
る
に
あ
ら
ず
や
‘
根
子
岳
東
側

の
官
行
造
林
氏
し
℃
も
今
盛
に
延
び
っ
、
あ
Ay--

且
つ
根
子
岳
の
北
側
に
は
古
来
大
森
林
も
あ

b
し
由
今
亦
盛
に
植
林
ヨ

れ
居
る
が
総
℃
見
事
に
成
育
し
居
る
模
様
な
A
Y

，
亦
根
子
岳
の
南
麓
鍋
の
卒
に
は
数
年
前
ま
で
貨
に
見
事
な
る
官
山
あ
b

し
之
と
は
唯
れ
も
知
る
事
寅
な

h
，
更
に
中
岳
部
ち
檎
尾
岳
の
中
腹
宮
地
ょ

ρ
の
登
山
道
の
左
手
代
見
ゆ
る
楢
山
に
は
其

の
土
日
豆
大
な
る
楢
の
木
あ
り
て
朝
日
に
は
二
重
の
峠
を
影
う
つ
し
夕
日
に
は
箱
石
峠
に
影
を
落
せ
し
と
一
三
一
?
ぺ
今
も
命
ほ

二
二
七



中
ハ
七
尺
廻
b
の
梢
の
木
一
が
黙
々
残
存
し
℃
居
る
の
を
見
る
。

二
二
八

若
し
つ
ヲ
ナ
」
や
亜
硫
酸
克
斯
を
苦
に
す
る
な
ら
阿
蘇
の
住
民
は
生
存
す
る
を
得
ぬ
誇
で
あ
る
が
田
畑
山
林
相
営
に
出
家

従
℃
建
磐
龍
傘
以
来
二
千
年
幾
多
の
媛
、
選
あ
ι
少
し
も
現
在
の
一
週

b
生
存
し
居
b
、
亦
植
林
も
し
て
居
る
、
本
年
の
如
き
悪

性
の
毒
克
斯
は
年
年
噴
出
す
る
も
の
で
無
く
.

一
朝
の
嵯
扶
で
悲
観
す
る
に
及
、
コ
る
事
は
歴
史
の
詮
明
す
る
所
な
b
年
々

堅
貨
に
植
林
し
場
所
の
選
捺
と
細
心
の
殖
裁
を
・
な
せ
ば
あ
え
て
憂
ふ
る
に
足
、
三
る
べ
し
と
思
ム
，
山
高
-G..
 

c
が
故
に
木
が
生

阿
蘇
郡
各
町
村
の
被
害
は
左
表
の
如
し
。

長
せ
ぬ
と
二
一
一
ロ
ム
乙
と
は
な
か
る
べ
く
姐
母
山
の
如
き
山
頂
ま
で
森
林
帯
な
る
を
以
℃
知
る
を
符
べ
し
。

(
町
村
別
)

(
七
月
以
来
の
降
友
皮
敷
〉

(
謹
の
程
度
)

色

見

付

十
一
月
上
旬
迄
に
一
ニ
十
同

上実ー
に濃日
三祇量

七枚
瓦の

坂

梨

村

不

一
日
量

白
紙
上
に
約
一
分

位
推
積

明

立
・
部
村

千 -
11:坪
あに
り

十
六
、
七
同

(
謹
の
形
容
観
察
)

友
の
如
〈
薄
黒
詩
赤

時
に
よ
り
琵
色
ナ

りを木木
帯反友
ひょの
たり如
る少も
も々の
の黒或
あ床は

(
常
時
の
風
向
風
力
天
候
)

農
作
物
其
の
他
の
被
害

天本
候村
lて:は:
は西
崎風
雨に
のF苧
別友
な多
しし

---ーームーーーー~
の小死胃も*
流なに腸ぺ稲
産り至の割は
をとる病減平
な雄、其午年
すも馬他は上
Oi:市は詰-謹り
産食病の七
年;i.容を牧割
多を蛍草i出
〈滅症を裕
平ずし食は
年 φ三す八
に~割る害目
三遊位鵠諸
割引i誌はめ作

l

司
南
の
凪
の
時

.--'--ーーー‘、
り喝なは大
殖.はる輩豆
林臆患兄作
も胎をのは
被し援金殆
害甚しi威ん
大し胃を r
なき腸来皆
りはをし無
。弊害牛の
死す馬畑
ナるはあ
る事でり
も酷之養
のし込鑑
あ、巴に

西
よ
り
東
へ
の
時
多
し

」
玉
萄
黍
五
割
大
豆
五
割
品
川
給
二
割
陸
稲
四

一
割
照
草
ニ
劃
牛
馬
の
健
康
を
害
す



山

田

村

久
木
野
村

産

山

村

古

城

村

錦

野

村

中

泊

村

長

陽

村

十
月
十
七
日
頃

へ
月
下
旬
よ
り
始
り
十
一
月

上
旬
頃
迄

一
一
一
、
四
同
わ
り

十九八
一月月
月廿廿
五、七
大廿、
日 ~it
のの八
雨雨¢
日日雨

日

不

p
r
 

tvr
『

不

詳

七
月
以
来
降
友
し

十
一
月
八
日
以
来
降
友
な
し

前約微
薄十細
墨分な
色位る
とに砂
たて献
る紙友

砂
の
如
き
も
の

方ミ

明
の二雨月実
も瓦日廿濃
の乃は七紙

至一日と
三日廿ぜ
瓦の八;ば
位量の八

美
濃
統
一
枚

。
、
主
瓦

F一一一-"-一一一ー「
る月降ぴず黒3i:
も七友少る色月
日八はし:事程以
時に平ば数度来
不及均か皮に白
詳ぴーりに降紙

たケの及1J(i;¥

る紙も美
程た甚濃
度るし紙
なをとの
り認き上
めはに
ざ白最

南
闘
の
風
防

被
害
を
認
め
ず

r-"-

ずも農
減作
少物
、の

牛被
馬害
、邑:

詰之し
者〈
の空.
被泊
害1乍
も三
少割
か以

被
害
は
な
し

西紙薄九
南四曇}=.!
の IIJ it 
風丑遁サ
の瓦行一
時以も日
多上殆及
しのん'十
降 ξー
友困月
あ難五
りにプミ

し日
ての
目雨
口日
鼻は
の一
白天

...-ーーー一人ーーーーー、、
如ののなてに7](
し上とりはは陣
なきし被余手白
しなお害りは
たり二最被五
るし十も害歩
も1i.t数甚をの
相給頭敷認減
常桑の其め肱
被は随営ぎ、
害其胎時る栗
あのあはも其
る都り放午他
も度晩牧馬の
の洗秋時に作
L樵鍾期於物

」
は
い
風
-
晴
れ
た
る
日
な
り
(
夏
秋
鐙
約
三
割
の
減
牧

)

ヰ

~

其

他

に

は

大

な

る

祢

害

を

認

め

ず

{
(
曇
り
た
る
模
様
と
な
る
〉

F

〆'ーーー--'-ーーー、
り泊の辰
例と己
F年きの
雨多風
前し又
に日:
て未
曇申
天の
な風

，一一一一人一ーーーへ
めに受結三友農
り大胎寅四し作
寄せず割重量物
わるる減児被
りも ζ稲の害
小のとの全は
供流を開減、五
は産得花を穴
とすず時な月
らる約期ずの
ほこ三にこ桑
むと害q降:とに
にあ減りあ葉
かり牛完り面
ふ殖馬金普に
る林はに詔降

も砂
のの
あ如
り〈
友
の

如
き

~、-、

あり多東
り問〈の
々晴風
雨天曇
とのり
共時勝
にもの
降降天
る友気
事せに

/ーー・圃圃・・ーーλーーーーーーーー旬、、
産往は玄悪に寄7k
ナ々露米しし等稔
る錯をはくでに四
も死置黒結曇被分
のす〈色貨天害乃
草うる草質不多あ至
りもの脆良くり一
被の謹〈に宇和割
害あを砕し聞は位
又り食けでな何陸
侮受し多親れれ稲
る胎胃し穀ばも丑
ベ牝腸牛に風間割
か馬を馬這化花牛
らは害家入作時馬
ず流し寄り用季家

ニニ九
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小
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村

尾
ケ
石
村

馬
見
原
町

永

水

村

波
野
'
村

高

森

村

りi¥.i¥.
午月月
后十十
一三日
時日夜
頃午閉
ま后
で二

時
頃
よ

不

詳

不

来

r
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M
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同
本
年
四
月
上
旬
よ
り

九
月
下
旬
に
渉
り

表及謹
にびの
あ止降
りみり

たた
るる
時月
刻日
は時
別刻

桑
の
葉
が
黒
色
に

見
ゆ
る
程
度

煤
の
如
し

二
三

O

{
南
風
の
と
き
多
し
但
し
少

」
し
東
に
偏
す
天
気
は
謹
曇
『
農
作
物
に
は
影
響
な
し
養
一
鑑
家
は
桑
葉
を

)
り
で
翌
日
は
雨
に
な
り
そ
戸
洗
撫
し
て
給
せ
し
も
柑
不
良
な
り
し
如
し

ケ
つ
な
蒸
し
暑
い
日

「
玉
萄
黍
設
も
甚
し
き
は
枯
死
の
情
態
に
陥

一
り
た
る
も
の
あ
り
て
牛
作
程
度
な
り
粕
其

一
他
作
物
に
も
小
被
害
あ
り
牛
馬
の
飼
育
に

〕
最
も
困
難
に

L
て
殊
に
牛
は
鑓
死
す
る
も

一
の
あ
り
春
鑑
別
に
は
一
部
全
滅
の
と
き
あ

戸
り
夏
秋
蚕
は
約
五
割
の
減
牧
な
り

『
阿
蘇
の
噴
煙
の
盛
に
な
る
時
は
屡
々
降
決
を
見
る
こ
と
あ
る
も
其
の
量
甚
だ
稀
薄
に
し
て
草
葉
萱
葉
等
に
謹
の
新
在

-
を
見
る
も
雲
行
を
見
て
辛
じ
て
降
友
な
り
と
推
断
の
す
る
位
に
し
て
農
作
物
家
者
殖
林
等
に
は
何
等
の
被
害
は
な
し

け I~ に白
りひ降紙
甚りが
し翫薄
き賞墨
との程

き・は皮

/ー』ー.-A-ーーー旬、
とーにこ~ー

あ遡亘と日向
り問ろあにに

もこりし降:
績とニてる
くあ三止こ
こり日むと

美
濃
紙
の
上
に

「
二
五
」
位
稀
る

一日二に其日十降
日丑十十のま七護
百百貫月量で日の
十貰十十は最十量
七十月七ーも月は
貫月二日反多廿十
it十百歩〈一月

阿
蘇
郡
高
森
村
降
友
日
誌

のき Ij、
あ或粒
りはの
友砂
のの

如如
きき
もと

如とにF牢
しし十り
其五た
の分る
形位量
はをは
砂最ー
の高岡

友
色
の
如
き
砂

南
東
風
の
と
き
多
し

南
東
風
の
日
多
し

プて頗農
1~iJる作
i波多物
P直〈の
林約被
は二害
一割約
割減三
乃養割
至鑑減
二の牛
割害馬
減五:の

割害
777:市
至産

た晴北
り天西
にの
強風
るな
場り
合雨
降天
友よ
しり

ーー....A-ー、
殖牛そ大程姿*-陸栗玉るし宝
林馬ば豆子稲稲萄もて萄
はは 禁の家黍
杉胃 改 ー約者五
倫!傷良 割ーの割
松を二二二二三宍二丑割被大
に害割割割割割割割歩主主害小
はし 在 乃業は豆
被衰凍 至は下の
筈弱 程 ー 二殆再ij如
をす全 割 ど 症 き
認馬減 減全には
めは又 減胃殆
ず流は なさど
産大 りれ全
す 割 た滅
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摘

要-
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噴
煙
北
西
瓜
に
よ
り
色
見
村
に
降
鍾
最
も
兆
一
し
く
高
森
の
柳
草
部
に
も
除
る

同風
少
〈
降
謹
甚
し
く
外
出
に
は
傘
を
用
ひ
る
位
な
り
高
森
、
白
水
最
甚
し

噴
煙
甚
し
〈
風
弱
〈
色
見
村
白
水
村
の
山
麓
附
近
に
降
・
茂
を
見
る

噴
鍾
烈
し
く
高
森
、
色
見
、
白
水
に
降
鍾
甚
し
〈
午
前
七
時
鳴
動
あ
り

噴
煙
甚
し
〈
高
森
、
色
見
、
白
水
に
降
謹
あ
り
午
后
夕
立
あ
り
胤
の
方
向
北
京
に
斡
ず

白
水
、
長
陽
方
面
に
降
謹
わ
り

同
午
後
三
時
よ
り
夕
立
官
の
鳴
勤
め
り

高
森
、
色
見
、
方
面
に
降
謹
あ
り

高
森
、
色
見
、
野
尻
、
草
部
方
面
に
降
鍾
あ
り

同同

中多中 t[l 中中'1" I~' '11 多
し

中少

同色
見
、
白
水
、
草
部
に
降
鍾
わ
り

高
森
、
色
見
、
野
尻
波
野
に
降
霜
あ
り

高
森
、
白
水
、
長
陽
に
.
降
霜
あ
り

南
郷
、
全
般
に
降
鍾
均
り

同同長
陽
特
に
降
友
あ
り

同

，

同

中中多多多多 多中
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四
日

十
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十
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十
九
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二
十
日

二
十
一
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二
十
二
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二
十
三
日

ニ
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同
日

二
十
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十
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十
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三
十
一
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一
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し し し し し

阿
蘇
谷
方
面
に
少
量
あ
り

白
煙
の
み
‘

噴
煙
見
え
ず

同同同
4

畳
間
鳴
動
あ
り
夜
に
入
り
止
む

噴
煙
多
量
な
り
風
向
の
儒
め
見
え
ず

同噴
煙
少
し
見
ゆ

根
子
岳
方
面
及
野
尻
に
降
鍾
す

同同悶阿
蘇
谷
方
面
ヘ
降
鐙
す

白
煙
の
み
見
ゆ

同阿
蘇
各
へ
降
霜
す

絶
へ
ず
鳴
動
す

同同同同
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十
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二
十
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よ
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二
十
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十
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噴
煙
に
少
し
よ
な
を
合
む

鳴
動
甚
大
な
り

同同阿
蘇
谷
方
面
へ
降
錯
す

同同照
見
へ
ず

同長
陽
方
面
へ
降
鏡
す

鳴
動
な
し
阿
蘇
谷
長
陽
へ
降
鍾
す

同同色
見
山
麓
の
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へ

同同同同白
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銭
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山
上
不
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へ
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同降
鍾
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降
友
烈
し
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